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(57)【要約】
【課題】従来の天井吊り天井吊り形空調機器では、空気
調節の点で改善の余地があった。天井吊り形空調機器の
吹き出し口よりも上方の空間においては、空気の滞留が
発生しやすい。結果、天井吊り形空調機器から排出され
た温熱も、上記空間に溜まりやすくなる。
【解決手段】ファン装置１００は、ファン１と、天井吊
り形空調機器２００の送風口７よりも上方において、天
井吊り形空調機器２００にファン１を取り付ける取付け
器６を備える。取付け器６を介して天井吊り形空調機器
２００の送風口７よりも上方において、ファン装置１０
０のファン１が取り付けられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファンと、
　天井吊り形空調機器の送風口よりも上方において、前記天井吊り形空調機器に前記ファ
ンを取り付ける取付け器とを備える、
　ファン装置。
【請求項２】
　さらに、
　外部機器より信号を受信する受信器と、
　前記信号に基づき前記ファンの動作を制御する制御器とを備える、
　請求項１記載のファン装置。
【請求項３】
　前記受信器が、前記ファンの動作のＯＮ／ＯＦＦ信号を受信する受信器である、
　請求項２記載のファン装置。
【請求項４】
　前記受信器が、前記天井吊り形空調機器のＯＮ／ＯＦＦ状態に関する信号を受信する受
信器である、
　請求項２記載のファン装置。
【請求項５】
　前記制御器は、
　前記受信器が前記天井吊り形空調機器がＯＮ状態である信号を受信すると、前記ファン
を動作させ、
　前記受信器が前記天井吊り形空調機器がＯＦＦ状態である信号を受信すると、前記ファ
ンの動作を停止させる、
　請求項４記載のファン装置。
【請求項６】
　前記制御器は、
　前記受信器が前記天井吊り形空調機器がＯＦＦ状態である信号を受信すると、前記ファ
ンを動作させ、
　前記受信器が前記天井吊り形空調機器がＯＮ状態である信号を受信すると、前記ファン
の動作を停止させる、
　請求項４記載のファン装置。
【請求項７】
　前記受信器が、前記天井吊り形空調機器において実行されている運転モードに関する信
号を受信する受信器である、
　請求項２記載のファン装置。
【請求項８】
　前記運転モードが、前記天井吊り形空調機器が暖房運転する暖房モードと前記天井吊り
形空調機器が冷房運転する冷房モードとを含み、
　前記制御器は、
　前記受信器が前記天井吊り形空調機器が暖房モードであることを示す信号を受信すると
、前記天井吊り形空調機器のＯＮ／ＯＦＦ状態に応じて前記ファンの動作を制御し、
　前記受信器が前記天井吊り形空調機器が冷房モードであることを示す信号を受信すると
、前記ファンの動作を停止する、
　請求項７記載のファン装置。
【請求項９】
　前記運転モードが、前記天井吊り形空調機器の風量が少ない第１の風量モードと前記天
井吊り形空調機器の風量が多い第２の風量モードとを含み、
　前記制御器は、
　前記受信器が前記天井吊り形空調機器が第１の風量モードであることを示す信号を受信
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すると、前記ファンを動作させ、
　前記受信器が前記天井吊り形空調機器が第２の風量モードであることを示す信号を受信
すると、前記ファンの動作を停止させる、
　請求項７記載のファン装置。
【請求項１０】
　前記運転モードが、前記天井吊り形空調機器の風向きが下向きの傾斜が小さい第１の風
向きモードと前記天井吊り形空調機器の風向きが下向きの傾斜が大きい第２の風向きモー
ドとを含み、
　前記制御器は、
　前記受信器が前記天井吊り形空調機器が第１の風向きモードであることを示す信号を受
信すると、前記ファンを動作させ、
　前記受信器が前記天井吊り形空調機器が第２の風向きモードであることを示す信号を受
信すると、前記ファンの動作を停止させる、
　請求項７記載のファン装置。
【請求項１１】
　前記受信器が、前記天井吊り形空調機器に吸い込まれる空気の温度に関する信号を受信
する受信器である、
　請求項２記載のファン装置。
【請求項１２】
　前記受信器が、前記ファン装置の使用環境に関する信号を受信する受信器である、
　請求項２記載のファン装置。
【請求項１３】
　前記使用環境が、湿度であり、
　前記制御器は、
　前記受信器が湿度が高いことを示す信号を受信すると、前記ファンを動作させ、
　前記受信器が湿度が低いことを示す信号を受信すると、前記ファンの動作を停止させる
、
　請求項１２記載のファン装置。
【請求項１４】
　前記使用環境が、前記ファン装置が設置された前記天井吊り形空調機器と異なる他の天
井吊り形空調機器のＯＮ／ＯＦＦ状態である、
　請求項１２記載のファン装置。
【請求項１５】
　さらに、
　前記ファン装置の使用環境を検知する検知器と、
　前記検知器で検知された前記ファン装置の使用環境に基づき前記ファンの動作を制御す
る制御器とを備える、
　請求項１記載のファン装置。
【請求項１６】
　前記検知器は、前記天井吊り形空調機器の送風口よりも上方に設けられている、
　請求項１５記載のファン装置。
【請求項１７】
　天井に吊り下げられた天井吊り形空調機器と、
　前記取付け器を介して、前記天井吊り形空調機器の送風口よりも上方において取り付け
られた、請求項１－１６のいずれか１項に記載のファン装置の前記ファンとを備える、
　天井吊り形空調装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、天井吊り形空調機器に取り付けるファン装置及び天井吊り形空調装置に関す
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る。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１及び特許文献２には、天井吊り形の空調機器が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－３６４９１１号公報
【特許文献２】特開２０１３－１３７１５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記従来の天井吊り形空調機器では、空気調節の点で改善の余地があった。
【０００５】
　そこで、上記事情に鑑み、限定的でないある実施形態は、従来よりも空気調節が改善さ
れるファン装置及び天井吊り形空調装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の一態様は、ファンと、天井吊り形空調機器の送風口よりも上方において、前記
天井吊り形空調機器に前記ファンを取り付ける取付け器を備えた、ファン装置である。
【発明の効果】
【０００７】
　本開示によれば、従来よりも空気調節の点で改善される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、第１実施形態に係るファン装置の一例を示す模式図である。
【図２】図２は、第１実施形態に係る天井吊り形空調装置の一例を示す模式図である。
【図３】図３は、第１実施形態に係る天井吊り形空調装置の一例を示す模式図である。
【図４】図４は、第１実施形態に係る天井吊り形空調装置の一例を示す模式図である。
【図５】図５は、第１実施形態に係る天井吊り形空調装置の一例を示す模式図である。
【図６】図６は、第１実施形態に係る天井吊り形空調装置の一例を示す模式図である。
【図７】図７は、第１実施形態に係るファン装置の動作の一例を示すフローチャートであ
る。
【図８】図８は、第２実施形態に係るファン装置の動作の一例を示すフローチャートであ
る。
【図９】図９は、第３実施形態に係るファン装置の動作の一例を示すフローチャートであ
る。
【図１０】図１０は、第４実施形態に係るファン装置の動作の一例を示すフローチャート
である。
【図１１】図１１は、第５実施形態に係るファン装置の動作の一例を示すフローチャート
である。
【図１２】図１２は、第６実施形態に係るファン装置の動作の一例を示すフローチャート
である。
【図１３】図１３は、第７実施形態に係るファン装置の動作の一例を示すフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　上記特許文献に記載の天井吊り形空調機器では、図示されていないが、一般的に天井吊
り形空調機器の下面に下向きの吹き出し口が配設されている。また、従来の内装は建物自
体の天井に対し、天井の配管、配線等をおこなう空間をボード等で仕切る二重天井の構造
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であったが、近年は、上記特許文献に記載のように、仕切りの二重天井を設けられていな
いケースが増加している。二重天井であるとき、天井吊り形空調機器の吹き出し口は居住
空間に露出しているが、それよりも上方の空間は二重天井内にあり、居住空間内には含ま
れていない。しかしながら、二重天井でなくなると、直接、建物の天井までを居住空間に
含めるスケルトン天井施工のような内装になり、これにより天井吊り形空調機器の吹出し
口よりも上の空間が居住空間に含まれるような環境が発生している。このような場合、天
井吊り形空調機器の吹き出し口よりも上方の空間においては、空気の滞留が発生しやすい
。結果、天井吊り形空調機器から排出された温熱も、上記空間に溜まりやすくなる。
【００１０】
　上記課題について、本発明者は、鋭意検討した結果、以下の内容に想到した。
【００１１】
　すなわち、本開示の第１形態は、ファンと、天井吊り形空調機器の送風口よりも上方に
おいて、前記天井吊り形空調機器に前記ファンを取り付ける取付け器とを備えるファン装
置を提供する。
【００１２】
　上記ファン装置を天井吊り形空調機器に設置することで、天井吊り形空調機器の送風口
よりも上方の空間における空気の滞留が低減され、この空間での温熱（暖気）の溜まりも
低減される。
【００１３】
　本開示の第２形態は、上記第１形態において、さらに、外部機器より信号を受信する受
信器と、前記信号に基づき前記ファンの動作を制御する制御器とを備える、ファン装置を
提供する。
【００１４】
　かかる構成により、外部機器からの信号を考慮して、ファン装置を適宜制御し得る。
【００１５】
　本開示の第３形態は、上記第２形態において、前記受信器が、前記ファンの動作のＯＮ
／ＯＦＦ信号を受信する受信器である、ファン装置を提供する。
【００１６】
　かかる構成により、外部からのＯＮ／ＯＦＦ信号に基づきファン装置を適宜制御し得る
。
【００１７】
　本開示の第４形態は、上記第２形態において、前記受信器が、前記天井吊り形空調機器
のＯＮ／ＯＦＦ状態に関する信号を受信する受信器である、ファン装置を提供する。
【００１８】
　かかる構成により、天井吊り形空調機器のＯＮ／ＯＦＦ状態に応じてファン装置を適宜
制御し得る。
【００１９】
　本開示の第５形態は、上記第４形態において、前記制御部は、前記受信器が前記天井吊
り形空調機器がＯＮ状態である信号を受信すると、前記ファンを動作させ、前記受信器が
前記天井吊り形空調機器がＯＦＦ状態である信号を受信すると、前記ファンの動作を停止
させる、ファン装置を提供する。
【００２０】
　天井吊り形空調機器がＯＮ動作しているとき、天井吊り形空調機器の送風口よりも上方
の空間に流れが形成されず、温熱が溜まるという熱の偏りが発生する場合がある。
【００２１】
　ここで、第５形態によれば、上記空間も含め、空気の対流が生じ、上記空間に温熱が溜
まるという熱の偏りが緩和される。
【００２２】
　本開示の第６形態は、上記第４形態において、前記制御部は、前記受信器が前記天井吊
り形空調機器がＯＦＦ状態である信号を受信すると、前記ファンを動作させ、前記受信器
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が前記天井吊り形空調機器がＯＮ状態である信号を受信すると、前記ファンの動作を停止
させる、ファン装置を提供する。
【００２３】
　天井吊り形空調機器がＯＦＦしているとき、天井吊り形空調機器の送風口よりも上方の
空間に流れが形成されず、温熱が溜まるという熱の偏りが発生する場合がある。特に、Ｏ
ＦＦしている天井吊り形空調機器とは異なる天井吊り形空調機器がＯＮ状態にある場合、
ＯＮ状態にある天井吊り形空調機器が作り出す気流の影響を受ける一方、ＯＦＦ状態にあ
る天井吊り形空調機器は気流を発生させない。すると、ＯＦＦ状態にある天井吊り形空調
機器の送風口の上方の空間に温熱が溜まる場合がある。
【００２４】
　ここで、第６形態によれば、上記空間も含め、空気の対流が生じ、上記空間に温熱が溜
まるという熱の偏りが緩和される。
【００２５】
　本開示の第７形態は、上記第２形態において、前記受信器が、前記天井吊り形空調機器
において実行されている運転モードに関する信号を受信する受信器である、ファン装置を
提供する。
【００２６】
　かかる構成により、天井吊り形空調機器の運転モードに応じてファン装置を適宜制御し
得る。
【００２７】
　本開示の第８形態は、上記第７形態において、前記運転モードが、前記天井吊り形空調
機器が暖房運転する暖房モードと前記天井吊り形空調機器が冷房運転する冷房モードとを
含み、前記制御器は、前記受信器が天井吊り形空調機器が暖房モードであることを示す信
号を受信すると、前記天井吊り形空調機器のＯＮ／ＯＦＦ状態に応じて前記ファンの動作
を制御し、前記受信器が天井吊り形空調機器が冷房モードであることを示す信号を受信す
ると、前記ファンを停止する、ファン装置を提供する。
【００２８】
　天井吊り形空調機器が、暖房モードであるとき、天井吊り形空調機器から温熱が排出さ
れ、温熱が上方に溜る状態が発生しやすい。ここで、第８形態によれば、天井吊り形空調
機器が暖房モードに設定されているとき、その天井吊り形空調機器のＯＮ／ＯＦＦ状態に
連動するようにファン装置のＯＮ／ＯＦＦ動作を行う。一方、冷房モードであるとき、設
定温度の範囲内において、冷気が下方（人がいる領域）に流れ込んでいる状態は、特に問
題となる環境状態ではない。そのため、天井吊り形空調機器が冷房モードに設定されてい
るとき、その空調機のＯＮ／ＯＦＦ状態によらずファン装置の運転をおこなわない。この
ような運転制御により、天井吊り形空調機器の送風口よりも上方の空間での温熱の偏りが
問題となるときに温熱の偏りを緩和するためのファン動作が実行される。
【００２９】
　本開示の第９形態は、上記第７形態において、前記運転モードが、前記天井吊り形空調
機器の風量が少ない第１の風量モードと前記天井吊り形空調機器の風量が多い第２の風量
モードとを含み、前記制御器は、前記受信器が天井吊り形空調機器が第１の風量モードで
あることを示す信号を受信すると、前記ファンを動作させ、前記受信器が天井吊り形空調
機器が第２の風量モードであることを示す信号を受信すると、前記ファンの動作を停止さ
せる、ファン装置を提供する。
【００３０】
　風量が少ない第１の風量モードであるとき、天井吊り形空調機器の作り出す空気流は小
さいため、天井吊り形空調機器の送風口よりも上方の空間に温熱の偏りが発生しやすい。
ここで、第９形態によれば、ファン装置のＯＮ動作を行う。これにより、上記空間も含め
、空気の対流が生じ、上記空間に温熱が溜まるという熱の偏りが緩和される。一方で、風
量が多い第２の風量モードであるとき、天井吊り形空調機器の作り出す空気流が大きいた
め、上記空間に生じる温熱の偏りは比較的小さい。ここで、第９形態によれば、ファン装
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置をＯＦＦする。これにより、必要以上に上記空間を含めた建物内の空気の対流が発生す
ることを抑制することができる。このような運転制御により、上記空間に発生する温熱の
偏りが効率的に緩和される。
【００３１】
　本開示の第１０形態は、上記第７形態において、前記運転モードが、前記天井吊り形空
調機器の風向きが下向きの傾斜が小さい第１の風向きモードと前記天井吊り形空調機器の
風向きが下向きの傾斜が大きい第２の風向きモードとを含み、前記制御器は、前記受信器
が天井吊り形空調機器が第１の風向きモードであることを示す信号を受信すると、前記フ
ァンを動作させ、前記受信器が天井吊り形空調機器が第２の風向きモードであることを示
す信号を受信すると、前記ファンの動作を停止させる、ファン装置を提供する。
【００３２】
　天井吊り形空調機器の運転モードが、前記天井吊り形空調機器の風向きが下向きの傾斜
が小さい第１の風向きモードであるとき、天井吊り形空調機器の作り出す空気流が室内の
上の方（人がいる領域のうち比較的上方）に発生するため、室内全体での空気の対流が発
生しにくく、天井吊り形空調機器の送風口よりも上方の空間に温熱の偏りが発生しやすい
。ここで、第１０形態によれば、ファン装置をＯＮ動作させる。これにより、上記空間も
含め、空気の対流が生じ、上記空間に温熱が溜まるという熱の偏りが緩和される。一方で
、天井吊り形空調機器の風向きが下向きの傾斜が大きい第２の風向きモードであるとき、
天井吊り形空調機器の作り出す空気流が室内の下方にまで向かうため、室内全体での空気
の対流が発生し易く、上記空間で発生する温熱の偏りは比較的小さい。ここで、第１０形
態によれば、ファン装置をＯＦＦする。必要以上に上記空間を含めた建物内の空気の対流
が発生することを抑制することができる。このような運転制御により、上記空間に発生す
る温熱の偏りが効率的に緩和される。
【００３３】
　本開示の第１１形態は、上記第２形態において、前記受信器が、前記天井吊り形空調機
器の吸い込まれる空気の温度に関する信号を受信する受信器である、ファン装置を提供す
る。
【００３４】
　かかる構成により、天井吊り形空調機器に吸い込まれる空気の温度に応じてファン装置
を適宜制御し得る。
【００３５】
　本開示の第１２形態は、上記第２形態において、前記受信器が、前記ファン装置の使用
環境に関する信号を受信する受信器である、ファン装置を提供する。
【００３６】
　かかる構成により、ファン装置の使用環境に応じてファン装置を適宜制御し得る。
【００３７】
　本開示の第１３形態は、上記第１２形態において、前記使用環境が、湿度であり、前記
制御器は、前記受信器が湿度が高いことを示す信号を受信すると、前記ファンを動作させ
、前記受信器が湿度が低いことを示す信号を受信すると、前記ファンの動作を停止させる
、ファン装置を提供する。
【００３８】
　ファン装置の使用環境として、湿度が高いとき、空気中の湿気は、上方、特に、天井吊
り形空調機器の送風口よりも上方の空間に溜る傾向にある。ここで、第１３形態によれば
、ファン装置をＯＮ動作させる。これにより、上記空間に空気流が生じ、天井付近の結露
、カビの発生が低減される。一方、ファン装置の使用環境として、湿度が低いとき、第１
３形態によれば、ファン装置をＯＦＦにする。これにより、必要以上にファン装置を動作
させることが抑制される。このような運転制御により、上記空間に湿気が溜まることが効
率的に緩和される。
【００３９】
　本開示の第１４形態は、上記第１２形態において、前記使用環境が、前記ファン装置が
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設置された天井吊り形空調機器と異なる他の天井吊り形空調機器のＯＮ／ＯＦＦ状態であ
る、ファン装置を提供する。
【００４０】
　かかる構成により、ファン装置が設置された天井吊り形空調機器と異なる他の天井吊り
形空調機器のＯＮ／ＯＦＦ状態に応じてファン装置を適宜制御し得る。
【００４１】
　本開示の第１５形態は、上記第１形態において、さらに、前記ファン装置の使用環境を
検知する検知器と、前記検知器で検知された前記ファン装置の使用環境に基づき前記ファ
ンの動作を制御する制御器とを備える、ファン装置を提供する。
【００４２】
　かかる構成により、ファンの使用環境に応じてファン装置を適宜制御し得る。
【００４３】
　本開示の第１６形態は、上記第１５形態において、前記検知器は、前記天井吊り形空調
機器の送風口よりも上方に設けられている、ファン装置を提供する。
【００４４】
　かかる構成により、ファン装置の使用環境に応じてファン装置を適宜制御し得る。
【００４５】
　本開示の第１７形態は、天井に吊り下げられた天井吊り形空調機器と、前記取付け器を
介して、前記天井吊り形空調機器の送風口よりも上方において取り付けられた、上記第１
形態－第１６形態のいずれか１つに記載のファン装置のファンとを備える、天井吊り形空
調装置を提供する。
【００４６】
　かかる構成により、ファン装置が天井吊り形空調機器に設置されているので、これを適
宜動作させることで、天井吊り形空調機器の送風口よりも上方の空間における空気の滞留
が低減され、この空間での温熱（暖気）の溜まりも低減される。
【００４７】
　以下、実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。なお、以下で説明する実施
の形態は、いずれも包括的または具体的な例を示すものである。以下の実施の形態で示さ
れる数値、形状、構成要素、構成要素の配置位置及び接続形態、処理のステップ、ステッ
プの順序などは、一例である。したがって、これらの各形態により、本開示が限定される
ものではない。また、以下の実施の形態における構成要素のうち、本開示の最上位概念を
示す独立請求項に記載されていない構成要素については、任意の構成要素として説明され
る。
【００４８】
　また、各図は、模式図であり、必ずしも厳密に図示されたものではない。なお、各図に
おいて、実質的に同一の構成に対しては同一の符号を付しており、重複する説明は省略ま
たは簡略化される場合がある。
【００４９】
　（第１実施形態）
　［装置構成］
　図１は、第１実施形態にかかるファン装置の一例を示す模式図である。
【００５０】
　図１に示すように、本実施形態のファン装置１００は、ファン１と、受信器２と、制御
器３と、ファン装置本体５と、取付け器６とを備える。
【００５１】
　ファン１は、送風する。
【００５２】
　受信器２は、外部機器より信号を受信する。外部機器は、例えば、複数の天井吊り形空
調装置全体を制御する制御装置であってもよい。
【００５３】
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　制御器３は、ファン１の動作を制御する。制御器３は、制御機能を備えるものであれば
よく、演算処理部（図示せず）と、制御プログラムを記憶する記憶部（図示せず）とを備
える。演算処理部としては、ＭＰＵ、ＣＰＵが例示される。記憶部としては、メモリーが
例示される。制御器は、集中制御を行う単独の制御器で構成されていてもよく、互いに協
働して分散制御を行う複数の制御器で構成されていてもよい。
【００５４】
　ファン装置本体５は、ファン１、受信器２、制御器３及びこれらを内蔵する筐体５Ａを
備える。
【００５５】
　取付け器６は、天井吊り形空調機器の送風口よりも上方において、天井吊り形空調機器
に前記ファンを取り付ける機器である。具体的には、取付け金具等が例示される。
【００５６】
　図２に示すように、天井吊り形空調装置は、天井吊り形空調機器２００と、ファン装置
１００を備える。天井吊り形空調機器２００は、天井８から吊り下げられている。
【００５７】
　送風口７は、天井吊り形空調機器２００の下面に設けられる。送風口７より下向きに空
気が送風される。
【００５８】
　ファン装置１００は、取付け器６を介して天井吊り形空調機器２００に取り付けられ、
これによりファン装置１００のファン１は、天井吊り形空調機器２００の送風口７よりも
上方において、取り付けられることとなる。
【００５９】
　図２に示す例では、ファン装置１００から送風される空気は上向きに流れる。この空気
の流れにより、送風口７よりも上方の空間を含め空気の対流が生じ、この空間における温
熱の偏りが緩和される。なお、取付け器６の位置は、ファン装置１００の構造により、フ
ァン装置１００の側面の他、ファン装置１００の下方に用いてもよい。
【００６０】
　図３の天井吊り形空調装置の一例について説明する。図３に示すように、天井吊り形空
調装置では、図２に示す例と異なり、ファン装置１００は、複数の取付け器６を用いて、
天井吊り形空調機器２００に取り付けられている。ファン装置１００から送風される空気
は、上向きに流れる。これにより、送風口７よりも上方の空間を含め空気の対流が生じ、
この空間における温熱の偏りが緩和される。なお、複数の取付け器６の位置は、ファン装
置１００の重量またはや構造により、ファン装置１００の側面に複数用いたり、ファン装
置１００の下方に複数用いたりすることもできる。
【００６１】
　図４の天井吊り形空調装置の一例について説明する。図４に示すように、天井吊り形空
調装置では、図２に示す例と異なり、ファン装置１００は、複数設けられる。本例では、
天井吊り形空調機器２００の両側に設けられている。ファン装置１００から送風される空
気は、上向きに流れる。これにより、送風口７よりも上方の空間を含め空気の対流が生じ
、この空間における温熱の偏りが緩和される。
【００６２】
　図５の天井吊り形空調装置の一例について説明する。図５に示すように、天井吊り形空
調装置では、図２に示す例と異なり、ファン装置１００は、複数設けられる。本例では、
天井吊り形空調機器２００の両側に設けられている。ファン装置１００から送風される空
気は、斜め上方外向きに流れる。これにより、送風口７よりも上方の空間を含め空気の対
流が生じ、この空間における温熱の偏りが緩和される。なお、ファン装置１００から送風
される空気は、水平方向外向きであってもよい。
【００６３】
　図６の天井吊り形空調装置の一例について説明する。図６に示すように、天井吊り形空
調装置では、図２に示す例と異なり、ファン装置１００は、複数設けられる。本例では、
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天井吊り形空調機器２００の両側に設けられている。ファン装置１００から送風される空
気は、水平方向内向きに流れる。これにより、送風口７よりも上方の空間を含め空気の対
流が生じ、この空間における温熱の偏りが緩和される。なお、ファン装置１００から送風
される空気は、斜め上方内向きであってもよい。
【００６４】
　［動作］
　次に、ファン装置１００の動作について説明する。
【００６５】
　図７は、第１実施形態に係るファン装置１００の動作の一例を示すフローチャートであ
る。
【００６６】
　図７に示すように、まず、外部の機器から受信器２を介して天井吊り形空調機器がＯＮ
状態及びＯＦＦ状態のいずれであるかを示す信号を受信する（ステップＳ１１）。次に、
制御器３は、受信器２で受信した信号に基づき、天井吊り形空調機器がＯＮ状態であるか
否かを判定する（ステップＳ１２）。天井吊り形空調機器がＯＮ状態であるとき（ステッ
プＳ１２でＹｅｓ）、制御器３はファン装置１００を動作させる（ステップＳ１３）。天
井吊り形空調機器がＯＦＦ状態であるとき（ステップＳ１２でＮｏ）、制御器３はファン
装置１００の動作を停止する（ステップＳ１４）。
【００６７】
　天井吊り形空調機器２００がＯＮ動作しているとき、天井吊り形空調機器２００の送風
口７よりも上方の空間に流れが形成されず、温熱が溜まるという熱の偏りが発生する場合
がある。
【００６８】
　ここで、上記動作によれば、上記空間も含め、空気の対流が生じ、上記空間に温熱が溜
まるという熱の偏りが緩和される。
【００６９】
　（第２実施形態）
　第２実施形態のファン装置１００について説明する。本実施形態のファン装置１００は
、第１実施形態のファン装置１００と同様の構成であるので、詳細な説明を省略する。
【００７０】
　［動作］
　本実施形態のファン装置１００の動作について説明する。
【００７１】
　図８は、第２実施形態に係るファン装置１００の動作の一例を示すフローチャートであ
る。
【００７２】
　図８に示すように、まず、外部の機器から受信器２を介して天井吊り形空調機器２００
がＯＮ状態及びＯＦＦ状態のいずれであるかを示す信号を受信する（ステップＳ２１）。
次に、制御器３は、受信器２で受信した信号に基づき、天井吊り形空調機器２００がＯＦ
Ｆ状態であるか否かを判定する（ステップＳ２２）。天井吊り形空調機器２００がＯＦＦ
状態であるとき（ステップＳ２２でＹｅｓ）、制御器３はファン装置１００を動作させる
（ステップＳ２３）。天井吊り形空調機器２００がＯＮ状態であるとき（ステップＳ２２
でＮｏ）、制御器３はファン装置１００の動作を停止する（ステップＳ２４）。
【００７３】
　天井吊り形空調機器２００がＯＦＦしているとき、天井吊り形空調機器２００の送風口
７よりも上方の空間に流れが形成されず、温熱が溜まるという熱の偏りが発生する場合が
ある。特に、ＯＦＦしている天井吊り形空調機器２００とは異なる天井吊り形空調機器２
００がＯＮ状態にある場合、ＯＮ状態にある天井吊り形空調機器２００が作り出す気流の
影響を受ける一方、ＯＦＦ状態にある天井吊り形空調機器２００は気流を発生させない。
すると、ＯＦＦ状態にある天井吊り形空調機器２００の送風口７の上方の空間に温熱が溜
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まる場合がある。
【００７４】
　ここで、上記動作によれば、上記空間も含め、空気の対流が生じ、上記空間に温熱が溜
まるという熱の偏りが緩和される。
【００７５】
　（第３実施形態）
　第３実施形態のファン装置１００について説明する。本実施形態のファン装置１００は
、第１実施形態のファン装置１００と同様の構成であるので、詳細な説明を省略する。
【００７６】
　［動作］
　本実施形態のファン装置１００の動作について説明する。
【００７７】
　図９は、第３実施形態に係るファン装置１００の動作の一例を示すフローチャートであ
る。
【００７８】
　図９に示すように、まず、外部の機器から受信器２を介して天井吊り形空調機器２００
の運転モードに関する信号を受信する（ステップＳ３１）。本例では、運転モードは、天
井吊り形空調機器２００が暖房運転する暖房モードと天井吊り形空調機器２００が冷房運
転する冷房モードとを含む。次に、制御器３は、受信器２で受信した信号に基づき、天井
吊り形空調機器２００が暖房モードであるか否かを判定する（ステップＳ３２）。天井吊
り形空調機器２００の運転モードが暖房モードであるとき（ステップＳ３２でＹｅｓ）、
制御器３は天井吊り形空調機器のＯＮ／ＯＦＦ状態に応じてファン装置１００を動作させ
る（ステップＳ３３）。具体的には、図７または図８に示すファン装置１００の制御を実
行する。天井吊り形空調機器２００の運転モードが暖房モードでないとき（ステップＳ３
２でＮｏ）、天井吊り形空調機器２００の運転モードが冷房モードであるか否かを判定す
る（ステップＳ３４）。天井吊り形空調機器２００の運転モードが、冷房モードであると
き（ステップＳ３４でＹｅｓ）、制御器３はファン装置１００の動作を停止する（ステッ
プＳ３５）。天井吊り形空調機器２００の運転モードが、冷房モードでないとき（ステッ
プＳ３４でＮｏ）、本実施形態のファン装置１００の制御フローを終了する（エンド）。
【００７９】
　天井吊り形空調機器２００が、暖房モードであるとき、天井吊り形空調機器２００から
温熱が排出され、温熱が上方に溜る状態が発生しやすい。ここで、上記動作によれば、天
井吊り形空調機器２００が暖房モードに設定されているとき、その天井吊り形空調機器２
００のＯＮ／ＯＦＦ状態に連動するようにファン装置のＯＮ／ＯＦＦ動作を行う。これに
より、天井吊り形空調機器の送風口７よりも上方の空間での温熱の偏りが緩和される。
【００８０】
　一方、冷房モードであるとき、設定温度の範囲内において、冷気が下方（人がいる領域
）に流れ込んでいる状態は、特に問題となる環境状態ではない。そのため、天井吊り形空
調機器が冷房モードに設定されているとき、その空調機のＯＮ／ＯＦＦ状態によらずファ
ン装置の運転をおこなわない。このような運転制御により、必要以上にファン装置１００
を動作させることが抑制され、エネルギー消費が低減される。
【００８１】
　つまり、ファン装置１００の上記動作により、天井吊り形空調機器の送風口７よりも上
方の空間での温熱の偏りが効率的に緩和される。
【００８２】
　（第４実施形態）
　第４実施形態のファン装置１００について説明する。本実施形態のファン装置１００は
、第１実施形態のファン装置１００と同様の構成であるので、詳細な説明を省略する。
【００８３】
　［動作］
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　本実施形態のファン装置１００の動作について説明する。
【００８４】
　図１０は、第４実施形態に係るファン装置１００の動作の一例を示すフローチャートで
ある。
【００８５】
　図１０に示すように、まず、外部の機器から受信器２を介して天井吊り形空調機器２０
０の運転モードに関する信号を受信する（ステップＳ４１）。本例では、運転モードは、
天井吊り形空調機器２００の風量が少ない第１の風量モードと天井吊り形空調機器２００
の風量が多い第２の風量モードとを含む。次に、制御器３は、受信器２で受信した信号に
基づき、天井吊り形空調機器２００の運転モードが第１の風量モードであるか否かを判定
する（ステップＳ４２）。天井吊り形空調機器２００の運転モードが第１の風量モードで
あるとき（ステップＳ４２でＹｅｓ）、制御器３は、ファン装置１００を動作させる（ス
テップＳ４３）。天井吊り形空調機器２００の運転モードが第１の風量モードでないとき
（ステップＳ４２でＮｏ）、制御器３は、天井吊り形空調機器２００の運転モードが第２
の風量モードであるか否かを判定する（ステップＳ４４）。天井吊り形空調機器２００の
運転モードが、第２の風量モードであるとき、ファン装置１００の動作を停止する（ステ
ップＳ４５）。天井吊り形空調機器２００の運転モードが第２の風量モードでないとき（
ステップＳ４４でＮｏ）、本実施形態の制御フローを終了する（エンド）。
【００８６】
　風量が少ない第１の風量モードであるとき、天井吊り形空調機器２００の作り出す空気
流は小さいため、天井吊り形空調機器の送風口７よりも上方の空間に温熱の偏りが発生し
やすい。ここで、上記動作によれば、ファン装置１００のＯＮ動作を行う。これにより、
上記空間も含め、空気の対流が生じ、上記空間に温熱が溜まるという熱の偏りが緩和され
る。一方で、風量が多い第２の運転モードであるとき、天井吊り形空調機器２００の作り
出す空気流が大きいため、上記空間に生じる温熱の偏りは比較的小さい。ここで、上記動
作によれば、ファン装置をＯＦＦする。これにより、必要以上に上記空間を含めた建物内
の空気の対流が発生することを抑制することができる。このような運転制御により、上記
空間に発生する温熱の偏りが効率的に緩和される。
【００８７】
　（第５実施形態）
　第５実施形態のファン装置１００について説明する。本実施形態のファン装置１００は
、第１実施形態のファン装置１００と同様の構成であるので、詳細な説明を省略する。
【００８８】
　［動作］
　本実施形態のファン装置１００の動作について説明する。
【００８９】
　図１１は、第５実施形態に係るファン装置１００の動作の一例を示すフローチャートで
ある。
【００９０】
　図１１に示すように、まず、外部の機器から受信器２を介して天井吊り形空調機器２０
０の運転モードに関する信号を受信する（ステップＳ５１）。本例では、運転モードは、
天井吊り形空調機器２００の風向きが下向きの傾斜が小さい第１の風向きモードと天井吊
り形空調機器２００の風向きが下向きの傾斜が大きい第２の風向きモードとを含む。次に
、制御器３は、受信器２で受信した信号に基づき、天井吊り形空調機器２００が第１の風
向きモードあるか否かを判定する（ステップＳ５２）。天井吊り形空調機器２００の運転
モードが第１の風向きモードであるとき（ステップＳ５２でＹｅｓ）、制御器３はファン
装置１００を動作させる（ステップＳ５３）。天井吊り形空調機器２００の運転モードが
第１の風向きモードでないとき（ステップＳ５２でＮｏ）、天井吊り形空調機器２００の
運転モードが第２の風向きモードであるか否かを判定する（ステップＳ５４）。天井吊り
形空調機器２００の運転モードが、第２の風向きモードであるとき（ステップＳ５４でＹ
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ｅｓ）、制御器３はファン装置１００の動作を停止する（ステップＳ５５）。天井吊り形
空調機器２００の運転モードが、第２の風向きモードでないとき（ステップＳ５４でＮｏ
）、本実施形態のファン装置１００の制御フローを終了する（エンド）。
【００９１】
　天井吊り形空調機器２００の運転モードが、天井吊り形空調機器２００の風向きが下向
きの傾斜が小さい第１の風向きモードであるとき、天井吊り形空調機器２００の作り出す
空気流が室内の上の方（人がいる領域のうち比較的上方）に発生するため、室内全体での
空気の対流が発生しにくく、天井吊り形空調機器２００の送風口７よりも上方の空間に温
熱の偏りが発生しやすい。ここで、上記動作によれば、ファン装置１００をＯＮ動作させ
る。これにより、上記空間も含め、空気の対流が生じ、上記空間に温熱が溜まるという熱
の偏りが緩和される。一方で、天井吊り形空調機器２００の風向きが下向きの傾斜が大き
い第２の風向きモードであるとき、天井吊り形空調機器２００の作り出す空気流が室内の
下方にまで向かうため、室内全体での空気の対流が発生し易く、上記空間で発生する温熱
の偏りは比較的小さい。ここで、上記動作によれば、ファン装置をＯＦＦする。これによ
り、必要以上に上記空間を含めた建物内の空気の対流が発生することを抑制することがで
きる。このような運転制御により、上記空間に発生する温熱の偏りが効率的に緩和される
。
【００９２】
　なお、風向に関しては、必ずしも機器の意図する方向にのみ気流が発生する訳ではなく
、建物構造等に依存して気流が変わる場合も多いため、使用環境、運転状況、温熱環境に
応じて制御方法（時として上記動作と反対の制御方法）を設定することが適している場合
がある。このような場合に備えて、ファン装置１００は、動作をＯＮ／ＯＦＦする制御の
論理を変更できるように構成されていてもよい。
【００９３】
　（第６実施形態）
　第６実施形態のファン装置１００について説明する。本実施形態のファン装置１００は
、第１実施形態のファン装置１００と同様の構成であるので、詳細な説明を省略する。
【００９４】
　［動作］
　本実施形態のファン装置１００の動作について説明する。
【００９５】
　図１２は、第６実施形態に係るファン装置１００の動作の一例を示すフローチャートで
ある。
【００９６】
　図１２に示すように、まず、外部の機器から受信器２を介して天井吊り形空調機器２０
０の温度に関する信号を受信する（ステップＳ６１）。次に、制御器３は、受信器２で受
信した信号に基づき、天井吊り形空調機器２００の吸い込まれる空気の温度が、閾値Ｔｔ
ｈ以上であるか否かを判定する（ステップＳ６２）。天井吊り形空調機器２００の吸込ま
れる空気の温度が、閾値Ｔｔｈ以上であると、制御器３は、ファン装置１００を動作させ
る（ステップＳ６３）。天井吊り形空調機器２００の吸い込まれる空気の温度が、閾値Ｔ
ｔｈ未満であると（ステップＳ６２でＮｏ）、制御器３はファン装置１００の動作を停止
する（ステップＳ６４）。
【００９７】
　天井吊り形空調機器２００の吸い込まれる空気の温度が高いと、天井吊り形空調機器２
００の送風口７よりも上方の空間の温熱の偏りが大きいと推測される。ここで、上記動作
により上記空間の温熱の偏りが緩和される。また、天井吊り形空調機器２００の吸い込ま
れる空気の温度が低いと、上記空間の温熱の偏りは比較的小さいと推測される。ここで、
上記動作により、必要以上に上記空間を含めた建物内の空気の対流が発生することを抑制
することができる。このような運転制御により、上記空間に発生する温熱の偏りが効率的
に緩和される。
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【００９８】
　なお、上記動作例において、天井吊り形空調機器２００に吸い込まれる空気の温度とし
て、例えば、天井吊り形空調機器２００の吸い込み口（図示せず）付近の温度を利用して
もよいが、本例に限定されるものではない。天井吊り形空調機器２００に吸い込まれる空
気の温度が検知できれば、いずれの形態であってもよい。
【００９９】
　（第７実施形態）
　第７実施形態のファン装置１００について説明する。本実施形態のファン装置１００は
、第１実施形態のファン装置１００と同様の構成であるので、詳細な説明を省略する。
【０１００】
　［動作］
　本実施形態のファン装置１００の動作について説明する。
【０１０１】
　図１３は、第７実施形態に係るファン装置１００の動作の一例を示すフローチャートで
ある。
【０１０２】
　図１３に示すように、まず、外部の機器から受信器２を介してファン装置１００の使用
環境に関する信号を受信する（ステップＳ７１）。本例では、ファン装置１００の使用環
境は、湿度である。次に、制御器３は、受信器２で受信した湿度に関する信号に基づき、
湿度が、閾値Ｈｔｈ以上であるか否かを判定する（ステップＳ７２）。湿度が、閾値Ｈｔ
ｈ以上であると、制御器３は、ファン装置１００を動作させる（ステップＳ７３）。湿度
が、閾値Ｈｔｈ未満であると（ステップＳ７２でＮｏ）、制御器３はファン装置１００の
動作を停止する（ステップＳ７４）。
【０１０３】
　ファン装置１００の使用環境として、湿度が高いとき、空気中の湿気は、上方、特に、
天井吊り形空調機器の送風口よりも上方の空間に溜る傾向にある。ここで、上記動作によ
れば、ファン装置１００をＯＮ動作させる。これにより、上記空間に空気流が生じ、天井
付近の結露、カビの発生が低減される。一方、ファン装置１００の使用環境として、湿度
が低いとき、上記動作によれば、ファン装置をＯＦＦにする。これにより、必要以上にフ
ァン装置１００を動作させることが抑制される。このような運転制御により、上記空間に
湿気が溜まることが効率的に緩和される。
【０１０４】
　なお、湿度は建物内の湿度に限らず、気象データとしての湿度、建物外部の湿度など、
建物内の湿度と関連性がある情報で判断することもでき、また、相対湿度、絶対湿度など
、空気中の湿度を示す指標であれば活用することも可能である。
【０１０５】
　（変形例）
　なお、本開示を上記の実施の形態に基づいて説明してきたが、本開示は、上記の実施の
形態及び上記の変形例には、限定されない。以下のようにしてもよい。
【０１０６】
　（１）ファン装置１００の使用環境として、ファン装置が設置された天井吊り形空調機
器と異なる他の天井吊り形空調機器のＯＮ／ＯＦＦ状態を用いてもよい。これにより、フ
ァン装置が設置された天井吊り形空調機器と異なる他の天井吊り形空調機器のＯＮ／ＯＦ
Ｆ状態に応じてファン装置を適宜制御し得る。
【０１０７】
　具体的な一例は、次の通りである。例えば、ファン装置１００が設けられた天井吊り形
空調機器２００に隣接する位置にある天井吊り形空調機器２００の運転モードが暖房モー
ド、風向きが水平風向でＯＮ状態にあるとき、ファン装置１００が設けられた天井吊り形
空調機器２００の送風口７よりも上方の空間に温熱が溜る傾向があるとする。ここで、受
信器２で受信した隣接する天井吊り形空調機器２００の運転に関する信号から、運転モー
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００を動作させる。このような運転制御により、上記空間の温熱の偏りを効率的に解消す
ることができる。
【０１０８】
　（２）エネルギーマネジメントシステムから通知されるその他の機器情報、センサ情報
を活用してもよい。また、周囲の機器の運転状態の判断は多岐に渡り複雑であるため、エ
ネルギーマネジメントシステムにおいて該当するファン装置１００の動作のＯＮ／ＯＦＦ
の必要性を判断し、その結果を受信することで、ファン装置１００の動作をＯＮ／ＯＦＦ
制御するための判断材料として使用してもよい。
【０１０９】
　（３）ファン装置１００の使用環境に関する信号を受信器２で受信する形態でなくても
よい。例えば、ファン装置１００が、自身の使用環境を検知する検知器を備え、制御器３
が、この検知器で検知されたファン装置１００の使用環境に基づきファン１の動作を制御
してもよい。検知器としては、湿度、温度等を検知する検知器が例示される。
【産業上の利用可能性】
【０１１０】
　本開示は、従来よりも空気調節の点で改善されるファン装置及び天井吊り形空調装置と
して有用である。
【符号の説明】
【０１１１】
１　ファン
２　受信器
３　制御器
５　ファン装置本体
５Ａ　筐体
６　取付け器
７　送風口
８　天井
１００　ファン装置
２００　天井吊り形空調機器
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